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(57)【要約】
【課題】本発明は、直流残像を取り除いて表示品位を高
めることができる液晶表示装置及びその駆動方法を提供
する。
【解決手段】本発明に係る液晶表示装置は、共通電圧が
印加される共通電極とデータ電圧が印加される画素電極
との間の電位差によって階調を表現する液晶表示パネル
１０と、一定レベルの直流共通電圧を基準として上下対
称でかつ一定時間ごとにその電圧レベルが段階的に可変
される可変共通電圧を発生する共通電圧調整回路１５と
、ブラック階調のガンマ基準電圧に設定されたオフセッ
ト電圧に、可変共通電圧を加えて、ブラック階調のガン
マ基準電圧を基準として可変される可変ガンマ基準電圧
を発生するブラックガンマ基準電圧調整回路１８とを備
え、ブラック階調の可変ガンマ基準電圧は、可変共通電
圧と同期して変化する。
【選択図】図１４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　共通電圧が印加される共通電極とデータ電圧が印加される画素電極との間の電位差によ
って階調を表現する液晶表示パネルと、
　一定レベルの直流共通電圧を基準として、上下対称でかつ一定時間ごとにその電圧レベ
ルが段階的に可変される可変共通電圧を発生する共通電圧調整回路と、
　ブラック階調のガンマ基準電圧に設定されたオフセット電圧に、前記可変共通電圧を加
えて、前記ブラック階調のガンマ基準電圧を基準として可変される可変ガンマ基準電圧を
発生するブラックガンマ基準電圧調整回路と、を備え、
　前記ブラック階調の可変ガンマ基準電圧は、前記可変共通電圧と同期して変化すること
を特徴とする液晶表示装置。
【請求項２】
　前記可変共通電圧のレベルは、
　第２期間の間は段階的に可変され、前記第２期間の前の第１期間の間は、前記直流共通
電圧で維持されることを特徴とする請求項１に記載の液晶表示装置。
【請求項３】
　前記共通電圧調整回路は、
　前記一定時間ごとにその電圧レベルが段階的に可変されるマルチステップ共通電圧を発
生するマルチステップ共通電圧生成器と、
　前記直流共通電圧と前記マルチステップ共通電圧とを選択的に出力して前記可変共通電
圧を発生する共通電圧加算器と、
　を含むことを特徴とする請求項２に記載の液晶表示装置。
【請求項４】
　前記マルチステップ共通電圧生成器は、
　入力タイミング制御信号を利用してフレーム数をカウントし、累算カウント値があらか
じめ決められた値の倍数になる度に、制御クロックを発生する制御クロック発生部と、
　前記制御クロックに同期して、そのデジタル値が前記一定時間ごとに段階的に増減され
る特定ビットの制御データを発生する制御データ発生部と、
　前記制御データに対応するスイッチ制御信号を、ルックアップテーブルで記憶するメモ
リーと、
　前記制御データをリードアドレスとして、前記メモリーから前記スイッチ制御信号を読
み出すレジスターと、
　前記読み出されたスイッチ制御信号をデコーディングして出力するデコーダーと、
　高電位電源電圧と低電位電源電圧とを分圧して、そのレベルが互いに異なる多数の電圧
を発生する抵抗ストリングと、
　前記デコーディングされたスイッチ制御信号に応答して、前記抵抗ストリングに形成さ
れた多数の分圧電圧出力ノードの中の何れか一つを、前記マルチステップ共通電圧を供給
するための供給配線に接続するスイッチアレイと、
　を含むことを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項５】
　前記制御クロックの発生周期は、前記液晶表示パネルの液晶層に直流電圧が印加される
時間及び温度による前記液晶層内のイオンの分極及び蓄積量の程度に基づいて決められる
ことを特徴とする請求項４に記載の液晶表示装置。
【請求項６】
　データチェック信号発生器をさらに備え、
　前記データチェック信号発生器は、
　外部システムボードから入力される一つのフレーム分のデジタルビデオデータを記憶す
るフレームメモリーと、
　フリッカーを誘発することができる特定データパターンをあらかじめ記憶した後、前記
一フレーム分のデジタルビデオデータと前記特定データパターンとを比較して、両者が同
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一であれば第１論理レベルで、両者が異なると第２論理レベルでデータチェック信号を発
生するデータチェック部と、
　を含むことを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項７】
　前記共通電圧加算器は、
　前記第１論理レベルのデータチェック信号に応答して前記直流共通電圧を出力し、前記
第２論理レベルのデータチェック信号に応答して前記マルチステップ共通電圧を出力する
マルチプレクサーを有することを特徴とする請求項６に記載の液晶表示装置。
【請求項８】
　前記共通電圧加算器は、
　入力タイミング制御信号をカウントして、フレーム数に対するカウント情報を発生する
フレームカウンターと、
　前記カウント情報とあらかじめ決められた基準値とを比較して、前記カウント情報が前
記基準値以下のときには第１論理レベルで、前記カウント情報が前記基準値よりも大きい
ときには、第２論理レベルで選択信号を発生する選択信号発生部と、
　前記第１論理レベルの選択信号に応答して前記直流共通電圧を出力し、前記第２論理レ
ベルの選択信号に応答して前記マルチステップ共通電圧を出力するマルチプレクサーと、
　を有することを特徴とする請求項３に記載の液晶表示装置。
【請求項９】
　前記共通電圧加算器は、
　第１論理レベルに設定されたオプションピン接触情報に応答して前記直流共通電圧を出
力し、第２論理レベルに設定されたオプションピン接触情報に応答して前記マルチステッ
プ共通電圧を出力するマルチプレクサーを有することを特徴とする請求項３に記載の液晶
表示装置。
【請求項１０】
　共通電圧が印加される共通電極とデータ電圧が印加される画素電極との間の電位差によ
って階調を表現する液晶表示パネルを有する液晶表示装置の駆動方法において、
　一定レベルの直流共通電圧を基準として、上下対称でかつ一定時間ごとにその電圧レベ
ルが段階的に可変される可変共通電圧を発生する段階と、
　ブラック階調のガンマ基準電圧に設定されたオフセット電圧に、前記可変共通電圧を加
えて、前記ブラック階調のガンマ基準電圧を基準として可変される可変ガンマ基準電圧を
発生する段階と、を含み、
　前記ブラック階調の可変ガンマ基準電圧は、前記可変共通電圧と同期して変化すること
を特徴とする液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１１】
　前記可変共通電圧を発生する段階は、
　前記一定時間ごとにその電圧レベルが段階的に可変されるマルチステップ共通電圧を発
生する段階と、
　前記直流共通電圧と前記マルチステップ共通電圧とを選択的に出力する段階と、
　を含むことを特徴とする請求項１０に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１２】
　前記マルチステップ共通電圧を発生する段階は、
　入力タイミング制御信号を利用してフレーム数をカウントし、累算カウント値があらか
じめ決められた値の倍数になる度に、制御クロックを発生する段階と、
　前記制御クロックに同期して、そのデジタル値が前記一定時間ごとに段階的に増減され
る特定ビットの制御データを発生する段階と、
　前記制御データに対応するスイッチ制御信号を、メモリーに記憶した後、前記制御デー
タをリードアドレスとして、前記メモリーから前記スイッチ制御信号を読み出す段階と、
　前記読み出されたスイッチ制御信号をデコーディングして出力する段階と、
　前記デコーディングされたスイッチ制御信号に応答して、高電位電源電圧と低電位電源
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電圧とを分圧してそのレベルが互いに異なる多数の電圧を発生する抵抗ストリングに形成
された多数の分圧電圧出力ノードの中の何れか一つを、前記マルチステップ共通電圧を供
給するための供給配線に接続させる段階と、
　を含むことを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１３】
　前記直流共通電圧とマルチステップ共通電圧とを選択的に出力する段階は、
　外部システムボードから入力される一つのフレーム分のデジタルビデオデータを記憶す
る段階と、
　フリッカーを誘発することができる特定データパターンをあらかじめ記憶した後、前記
一フレーム分のデジタルビデオデータと前記特定データパターンとを比較して、両者が同
一であれば第１論理レベルで、両者が異なると第２論理レベルでデータチェック信号を発
生する段階と、
　前記第１論理レベルのデータチェック信号に応答して前記直流共通電圧を出力し、前記
第２論理レベルのデータチェック信号に応答して前記マルチステップ共通電圧を出力する
段階と、
　を含むことを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１４】
　前記直流共通電圧とマルチステップ共通電圧とを選択的に出力する段階は、
　入力タイミング制御信号をカウントして、フレーム数に対するカウント情報を発生する
段階と、
　前記カウント情報とあらかじめ決められた基準値とを比較して、前記カウント情報が前
記基準値以下のときには第１論理レベルで、前記カウント情報が前記基準値よりも大きい
のときには、第２論理レベルで選択信号を発生する段階と、
　前記第１論理レベルの選択信号に応答して前記直流共通電圧を出力し、前記第２論理レ
ベルの選択信号に応答して前記マルチステップ共通電圧を出力する段階と、
　を含むことを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【請求項１５】
　前記直流共通電圧とマルチステップ共通電圧とを選択的に出力する段階は、
　第１論理レベルに設定されたオプションピン接触情報に応答して前記直流共通電圧を出
力し、第２論理レベルに設定されたオプションピン接触情報に応答して前記マルチステッ
プ共通電圧を出力することを特徴とする請求項１１に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示品位を高めることができる液晶表示装置及びその駆動方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示装置は、ビデオ信号に対応して液晶層に印加される電界を通じて液晶層の光透
過率を制御することで画像を表示する。このような液晶表示装置は、小型及び薄型でかつ
低消費電力という長所を持つ平板表示装置として、ノートパソコンのようなポータブルコ
ンピュータ、事務自動化機器、オーディオ／ビデオ機器などに利用されている。特に、液
晶セルごとにスイッチング素子が形成されたアクティブマトリックス（Ａｃｔｉｖｅ　Ｍ
ａｔｒｉｘ）タイプの液晶表示装置は、スイッチング素子の能動的な制御が可能であり、
動画表示に有利である。
【０００３】
　アクティブマトリックスタイプの液晶表示装置に使われるスイッチング素子では、図１
のように、主に薄膜トランジスター（Ｔｈｉｎ　Ｆｉｌｍ　Ｔｒａｎｓｉｓｔｏｒ：以下
「ＴＦＴ」と称する）が利用されている。
【０００４】
　図１を参照すれば、アクティブマトリックスタイプの液晶表示装置は、デジタルビデオ
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データを、ガンマ基準電圧を基準としてアナログデータ電圧で変換してデータライン（Ｄ
Ｌ）に供給すると共に、スキャンパルスをゲートライン（ＧＬ）に供給して、データ電圧
を液晶セル（Ｃｌｃ）に充電させる。このために、ＴＦＴのゲート電極はゲートライン（
ＧＬ）に接続され、ソース電極はデータライン（ＤＬ）に接続されて、そして、ＴＦＴの
ドレイン電極は、液晶セル（Ｃｌｃ）の画素電極とストレージキャパシター（Ｓｔｏｒａ
ｇｅ　Ｃａｐａｃｉｔｏｒ：Ｃｓｔ）の一側電極とに接続される。液晶セル（Ｃｌｃ）の
共通電極には、共通電圧（Ｖｃｏｍ）が供給される。ストレージキャパシター（Ｓｔｏｒ
ａｇｅ　Ｃａｐａｃｉｔｏｒ：Ｃｓｔ）は、ＴＦＴがターンオンされるとき、データライ
ン（ＤＬ）から印加されるデータ電圧を充電して、液晶セル（Ｃｌｃ）の電圧を一定に維
持する役目をする。スキャンパルスがゲートライン（ＧＬ）に印加されると、ＴＦＴはタ
ーンオン（Ｔｕｒｎ－ｏｎ）されてソース電極とドレイン電極との間のチャンネルを形成
し、データライン（ＤＬ）上の電圧を液晶セル（Ｃｌｃ）の画素電極に供給する。このと
き、液晶セル（Ｃｌｃ）の液晶分子は、画素電極と共通電極との間の電界によって配列を
変えながら入射光を可変するようになる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　ところが、このような液晶表示装置の液晶層に直流電圧を長期間印加すると、液晶に印
加される電界の極性について負電荷を帯びたイオンが同一な動きベクトル方向に移動し、
正電荷を帯びたイオンがその反対方向の動きベクトル方向に移動しながら分極化して、時
間が経つほど負電荷を帯びたイオンの蓄積量と正電荷を帯びたイオンの蓄積量とが増加す
る。その結果、イオンの蓄積量が増加により配向膜が劣化し、液晶の配向特性が劣化する
。そのため、液晶表示装置に直流電圧が長期間印加されると、表示画像に染みが現われて
、時間が経つほどその染みが大きくなる。このような染みを改善するために、誘電率が低
い液晶物質を開発することや、配向物質や配向方法を改善する方法が試みられてきた。し
かし、このような方法は、材料開発に多くの時間と費用が必要であり、また、液晶の誘電
率を低くすれば液晶の駆動特性が悪くなると共に、他の問題点も発生する。実験的に明か
されたことによれば、イオンの分極及び蓄積による染みの発現時点は、液晶層内でイオン
化される不純物が多いほど、そして加速ファクターが大きいほど早くなる。加速ファクタ
ーは、温度、時間、液晶の直流駆動化などである。したがって、染みは、温度が高いこと
や、同一極性の直流電圧が液晶層に印加される時間が長いほど早く現われてその程度もひ
どくなる。さらに、染みは、同じ製造ラインを通じて製作された同一モデルのパネルでも
その形態や程度が異なるので、新しい材料開発や工程の改善方法だけで解決することがで
きない。
【０００６】
　本発明は、上記のような課題を解決するためになされたものであって、その目的は、液
晶層に印加される共通電圧のレベルを特定フレーム間隔で順次異なる値にすると共に、共
通電圧のレベル変化に合わせてブラック階調のガンマ基準電圧レベルを順次異なる値にし
、イオンの分極及び蓄積による染み現象を抑制することで、表示品位を高めることができ
る液晶表示装置及びその駆動方法を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明に係る液晶表示装置は、共通電圧が印加される共通電極とデータ電圧が印加され
る画素電極との間の電位差によって階調を表現する液晶表示パネルと、一定レベルの直流
共通電圧を基準として上下対称でかつ一定時間ごとにその電圧レベルが段階的に可変され
る可変共通電圧を発生する共通電圧調整回路と、ブラック階調のガンマ基準電圧に設定さ
れたオフセット電圧に、可変共通電圧を加えて、ブラック階調のガンマ基準電圧を基準と
して可変される可変ガンマ基準電圧を発生するブラックガンマ基準電圧調整回路とを備え
、ブラック階調の可変ガンマ基準電圧は、可変共通電圧と同期して変化する。
【０００８】
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　可変共通電圧のレベルは、第２期間の間は段階的に可変され、第２期間の前の第１期間
の間は、直流共通電圧で維持される。
【０００９】
　共通電圧調整回路は、一定時間ごとにその電圧レベルが段階的に可変されるマルチステ
ップ共通電圧を発生するマルチステップ共通電圧生成器と、直流共通電圧とマルチステッ
プ共通電圧とを選択的に出力して可変共通電圧を発生する共通電圧加算器とを含む。
【００１０】
　マルチステップ共通電圧生成器は、入力タイミング制御信号を利用してフレーム数をカ
ウントし、累算カウント値があらかじめ決められた値の倍数になる度に、制御クロックを
発生する制御クロック発生部と、制御クロックに同期して、そのデジタル値が一定時間ご
とに段階的に増減される特定ビットの制御データを発生する制御データ発生部と、制御デ
ータに対応するスイッチ制御信号を、ルックアップテーブルで記憶するメモリーと、制御
データをリードアドレスとして、メモリーからスイッチ制御信号を読み出すレジスターと
、読み出されたスイッチ制御信号をデコーディングして出力するデコーダーと、高電位電
源電圧と低電位電源電圧とを分圧して、そのレベルが互いに異なる多数の電圧を発生する
抵抗ストリングと、デコーディングされたスイッチ制御信号に応答して、抵抗ストリング
に形成された多数の分圧電圧出力ノードの中お何れか一つを、マルチステップ共通電圧を
供給するための供給配線に接続するスイッチアレイとを含む。
【００１１】
　制御クロックの発生周期は、液晶表示パネルの液晶層に直流電圧が印加される時間及び
温度による液晶層内のイオンの分極及び蓄積量の程度に基づいて決められる。
【００１２】
　この液晶表示装置は、データチェック信号発生器をさらに備え、データチェック信号発
生器は、外部システムボードから入力される一つのフレーム分のデジタルビデオデータを
記憶するフレームメモリーと、フリッカーを誘発することができる特定データパターンを
あらかじめ記憶した後、一フレーム分のデジタルビデオデータと特定データパターンとを
比較して、両者が同一であれば第１論理レベルで、両者が異なると第２論理レベルでデー
タチェック信号を発生するデータチェック部とを含む。
【００１３】
　共通電圧加算器は、第１論理レベルのデータチェック信号に応答して直流共通電圧を出
力し、第２論理レベルのデータチェック信号に応答してマルチステップ共通電圧を出力す
るマルチプレクサーを有する。
【００１４】
　共通電圧加算器は、入力タイミング制御信号をカウントして、フレーム数に対するカウ
ント情報を発生するフレームカウンターと、カウント情報とあらかじめ決められた基準値
とを比較して、カウント情報が基準値以下のときには第１論理レベルで、カウント情報が
基準値よりも大きいときには第２論理レベルで選択信号を発生する選択信号発生部と、第
１論理レベルの選択信号に応答して直流共通電圧を出力し、第２論理レベルの選択信号に
応答してマルチステップ共通電圧を出力するマルチプレクサーとを有する。
【００１５】
　共通電圧加算器は、第１論理レベルに設定されたオプションピン接触情報に応答して直
流共通電圧を出力し、第２論理レベルに設定されたオプションピン接触情報に応答してマ
ルチステップ共通電圧を出力するマルチプレクサーを有する。
【００１６】
　本発明に係る共通電圧が印加される共通電極とデータ電圧が印加される画素電極との間
の電位差によって階調を表現する液晶表示パネルを有する液晶表示装置の駆動方法は、一
定レベルの直流共通電圧を基準として、上下対称でかつ一定時間ごとにその電圧レベルが
段階的に可変される可変共通電圧を発生する段階と、ブラック階調のガンマ基準電圧に設
定されたオフセット電圧に、可変共通電圧を加えて、ブラック階調のガンマ基準電圧を基
準として可変される可変ガンマ基準電圧を発生する段階とを含み、ブラック階調の可変ガ
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ンマ基準電圧は、可変共通電圧と同期して変化する。
【発明の効果】
【００１７】
　本発明に係る液晶表示装置及びその駆動方法によれば、液晶層に印加される共通電圧の
レベルを一定時間ごとに順次異なる値にして、液晶層に形成される電界ベクトルの方向性
及び強さを分散させることができ、これを通じてイオンの分極及び蓄積による染み現象を
抑制することで、表示品位を大きく高めることができる。
【００１８】
　さらに、本発明に係る液晶表示装置及びその駆動方法によれば、液晶層に印加される共
通電圧のレベルを一定時間ごとに順次異なる値にして、液晶層に形成される電界ベクトル
の方向性と強さを分散させるとともに、フリッカーに対する共通電圧の最適点セッティン
グを実施するときには、共通電圧のスウィングを防止することで、最適点セッティングを
容易かつ正確に実施することができる。
【００１９】
　さらに、本発明に係る液晶表示装置及びその駆動方法によれば、ブラック階調のガンマ
基準電圧のレベルを、共通電圧のスウィング周期とステップ変化幅とに同期させて可変さ
せることで、共通電圧のスウィング動作に起因する液晶セルの正極性ブラック電圧と負極
性ブラック電圧との間のブラック輝度差を取り除いて、明暗比低下現象を防止することが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、図２～図１４を参照して本発明の望ましい実施の形態に対して説明する。
【００２１】
　実施の形態１．
　図２を参照すれば、本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置は、液晶表示パネル１０
、タイミングコントローラ１１、データ駆動回路１２、ゲート駆動回路１３、共通電圧調
整回路１５及びブラックガンマ基準電圧調整回路１８を備える。
【００２２】
　液晶表示パネル１０は、二枚のガラス基板と、その間に設けられた液晶層とからなる。
この液晶表示パネル１０は、ｍ個のデータライン（ＤＬ）とｎ個のゲートライン（ＧＬ）
との交差構造によってマトリックス形態に配置されたｍ×ｎ個の液晶セル（Ｃｌｃ）を含
む。
【００２３】
　液晶表示パネル１０の下部ガラス基板には、データライン（ＤＬ）、ゲートライン（Ｇ
Ｌ）、データラインとゲートラインとの交差箇所に形成されるＴＦＴ、及びストレージキ
ャパシター（Ｓｔｏｒａｇｅ　Ｃａｐａｃｉｔｏｒ：Ｃｓｔ）が形成される。
　液晶セル（Ｃｌｃ）は、ＴＦＴに接続されて画素電極１と共通電極２との間の電界によ
って駆動される。液晶表示パネル１０の上部ガラス基板には、ブラックマトリックス、カ
ラーフィルター及び共通電極２が形成される。共通電極２は、ＴＮ（Ｔｗｉｓｔｅｄ　Ｎ
ｅｍａｔｉｃ）モードやＶＡ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ａｌｉｇｎｍｅｎｔ）モードのような
垂直電界駆動方式では、上部ガラス基板上に形成されるが、ＩＰＳ（Ｉｎ　Ｐｌａｎｅ　
Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ）モードやＦＦＳ（Ｆｒｉｎｇｅ　Ｆｉｅｌｄ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ
）モードのような水平電界駆動方式では、画素電極１と共に下部ガラス基板上に形成され
る。液晶表示パネル１０の上部ガラス基板及び下部ガラス基板の外側には、偏光板がそれ
ぞれ附着され、液晶のプレチルト角（ｐｒｅ－ｔｉｌｔ　ａｎｇｌｅ）を設定するための
配向膜が形成される。
【００２４】
　タイミングコントローラ１１は、データイネーブル信号（Ｄａｔａ　Ｅｎａｂｌｅ：Ｄ
Ｅ）、ドットクロック信号（ＣＬＫ）などのタイミング信号を受信して、データ駆動回路
１２及びゲート駆動回路１３の動作タイミングを制御するための制御信号（ＧＤＣ、ＤＤ
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Ｃ）を発生する。
【００２５】
　ゲート駆動回路１３の動作タイミングを制御するためのゲートタイミング制御信号（Ｇ
ＤＣ）は、一画面が表示される１垂直期間においてスキャンが始まる開始水平ラインを指
示するゲートスタートパルス信号（Ｇａｔｅ　Ｓｔａｒｔ　Ｐｕｌｓｅ：ＧＳＰ）、ゲー
ト駆動回路１３内のシフトレジスターに入力されて、ゲートスタートパルス信号（ＧＳＰ
）を順次シフトさせるためのタイミング制御信号として、ＴＦＴのオン（ＯＮ）期間に対
応するパルス幅ごとに出力されるゲートシフトクロック信号（Ｇａｔｅ　Ｓｈｉｆｔ　Ｃ
ｌｏｃｋ：ＧＳＣ）、及びゲート駆動回路１３の出力を制御するゲート出力イネーブル信
号（Ｇａｔｅ　Ｏｕｔｐｕｔ　Ｅｎａｂｌｅ：ＧＯＥ）などを含む。
【００２６】
　データ駆動回路１２の動作タイミングを制御するためのデータタイミング制御信号（Ｄ
ＤＣ）は、ライジング（Ｒｉｓｉｎｇ）またはフォーリング（Ｆａｌｌｉｎｇ）エッジに
基づいて、データ駆動回路１２内でデータのラッチ動作を指示するソースサンプリングク
ロック信号（Ｓｏｕｒｃｅ　Ｓａｍｐｌｉｎｇ　Ｃｌｏｃｋ：ＳＳＣ）、データ駆動回路
１２の出力を制御するソース出力イネーブル信号（ＳＯＥ）、及び液晶表示パネル１０の
液晶セル（Ｃｌｃ）に供給されるデータ電圧の極性を指示する極性制御信号（ＰＯＬ）な
どを含む。
【００２７】
　また、タイミングコントローラ１１は、外部システムボードから入力されるデジタルビ
デオデータ（ＲＧＢ）を、液晶表示パネル１０の解像度に合うように再整列してデータ駆
動回路１２に供給する。タイミングコントローラ１１は、ゲートスタートパルス（ＧＳＰ
）を共通電圧調整回路１５に供給する。
【００２８】
　データ駆動回路１２は、タイミングコントローラ１１からのデータ制御信号（ＤＤＣ）
に応答して、デジタルビデオデータ（ＲＧＢ）を、ガンマ基準電圧発生部（図示せず）か
ら供給されるグレー階調またはホワイト階調のガンマ基準電圧（ＧＭＡ＿Ｇ／Ｗ）を基準
としてアナログガンマ補償電圧で変換し、そのアナログガンマ補償電圧を、グレー階調ま
たはホワイト階調のデータ電圧として液晶表示パネル１０のデータライン（ＤＬ）に供給
する。また、データ駆動回路１２は、タイミングコントローラ１１からのデータ制御信号
（ＤＤＣ）に応答して、デジタルビデオデータ（ＲＧＢ）を、ブラックガンマ基準電圧調
整回路１８から供給されるブラック階調の可変ガンマ基準電圧（ＭＧＭＡ＿Ｂ）を基準と
してそのレベルが順に可変されるアナログガンマ補償電圧で変換し、そのアナログガンマ
補償電圧を、ブラック階調のデータ電圧として液晶表示パネル１０のデータライン（ＤＬ
）に供給する。後述するが、ブラック階調の可変ガンマ基準電圧（ＭＧＭＡ＿Ｂ）は、可
変共通電圧（ＭＶｃｏｍ）のレベル変化に同期して特定フレーム間隔で他のレベルを持つ
。本発明に係る液晶表示装置は、反転駆動されるので、グレー階調／ホワイト階調及びブ
ラック階調のガンマ基準電圧（ＧＭＡ＿Ｇ／Ｗ、ＧＭＡ＿Ｂ）は、それぞれ直流共通電圧
（Ｖｃｏｍ＿ＤＣ）と対比して同一レベルの正極性及び負極性電圧を含む。グレー階調／
ホワイト階調のガンマ基準電圧（ＧＭＡ＿Ｇ／Ｗ）がガンマ基準電圧発生部からデータ駆
動回路１２に直接印加されるのに対して、ガンマ基準電圧発生部から出力されたブラック
階調のガンマ基準電圧（ＧＭＡ＿Ｂ）は、ブラックガンマ基準電圧調整回路１８を通じて
可変された後、データ駆動回路１２に印加される。
【００２９】
　デジタルビデオデータ（ＲＧＢ）をアナログガンマ補償電圧で変換するため、データ駆
動回路１２は、クロック信号をサンプリングするためのシフトレジスター、デジタルビデ
オデータ（ＲＧＢ）を一時記憶するためのレジスター、シフトレジスターからのクロック
信号に応答してデータを１ライン分ずつ記憶し、記憶された１ライン分のデータを出力す
るためのラッチ、ラッチからのデジタルデータ値に対応して、ガンマ基準電圧を参照して
正極性／負極性のガンマ電圧を選択するためのデジタル／アナログ変換器、正極性／負極
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性ガンマ電圧によって変換されたアナログデータが供給されるデータライン（ＤＬ）を選
択するためのマルチプレクサー及びマルチプレクサーとデータライン（ＤＬ）の間に接続
された出力バッファーなどを含む多数のゲートドライブＩＣを備える。
【００３０】
　ゲート駆動回路１３は、データ電圧が供給される液晶表示パネル１０の水平ラインを選
択するスキャンパルスを、ゲートライン（ＧＬ）に順に供給する。このために、ゲート駆
動回路１３は、シフトレジスター、シフトレジスターの出力信号を液晶セル（Ｃｌｃ）の
ＴＦＴ駆動に相応しいスウィング幅で変換するためのレベルシフト、及びレベルシフトと
ゲートライン（ＧＬ）との間に接続される出力バッファーをそれぞれ含む多数のゲートド
ライブＩＣを備える。
【００３１】
　共通電圧調整回路１５は、タイミングコントローラ１１から供給されるゲートスタート
パルス（ＧＳＰ）を参照して、あらかじめ決められた初期期間の間、直流共通電圧（Ｖｃ
ｏｍ＿ＤＣ）と同一なレベルを維持し、それ以外の正常駆動期間の間、直流共通電圧（Ｖ
ｃｏｍ＿ＤＣ）を基準として、上下対称でかつマルチステップでスウィングする可変共通
電圧（ＭＶｃｏｍ）を発生する。このために、共通電圧調整回路１５は、マルチステップ
共通電圧生成器１４と共通電圧加算器１６とを備える。マルチステップ共通電圧生成器１
４は、図５のようにあらかじめ決められた一定時間ごとにその電圧レベルが段階的に可変
されるマルチステップ共通電圧（Ｖｃｏｍ＿Ｍｕｌｔｉ）を発生する。マルチステップ共
通電圧生成器１４に対しては、図３～図５を参照して詳しく後述する。共通電圧加算器１
６は、制御信号（データチェック信号（ＣＨｄａｔａ）、選択信号（ＳＥＬ）、オプショ
ンピン接触情報（ＯＰＴ）の内何れか一つ）の論理レベルによって直流共通電圧（Ｖｃｏ
ｍ＿ＤＣ）とマルチステップ共通電圧（Ｖｃｏｍ＿Ｍｕｌｔｉ）とを選択的に出力するこ
とで、可変共通電圧（ＭＶｃｏｍ）を発生する。共通電圧加算器１６に対しては、図６～
図１３を参照して詳しく後述する。可変共通電圧（ＭＶｃｏｍ）は、液晶表示パネル１０
の共通電極２に印加されると共に、ブラックガンマ基準電圧調整回路１８に印加される。
【００３２】
　ブラックガンマ基準電圧調整回路１８は、ガンマ基準電圧発生部から供給されるブラッ
ク階調のガンマ基準電圧（ＧＭＡ＿Ｂ）をオフセット電圧にして、共通電圧調整回路１５
から供給される可変共通電圧（ＭＶｃｏｍ）をこのオフセット電圧に加算することで、ブ
ラック階調の可変ガンマ基準電圧（ＭＧＭＡ＿Ｂ）を発生する。このために、ブラックガ
ンマ基準電圧調整回路１８は電圧合成回路を含み、この電圧合成回路は、可変共通電圧（
ＭＶｃｏｍ）の中間レベルである直流共通電圧（Ｖｃｏｍ＿ＤＣ）レベルを、ブラック階
調のガンマ基準電圧（ＧＭＡ＿Ｂ）レベルにマッチングさせることで両者を加える。ブラ
ック階調の可変ガンマ基準電圧（ＭＧＭＡ＿Ｂ）は、図１４のように正極性可変ガンマ基
準電圧（ＭＧＭＡ＿Ｂ（Ｐ））と負極性可変ガンマ基準電圧（ＭＧＭＡ＿Ｂ（Ｎ））とを
含む。正極性可変ガンマ基準電圧（ＭＧＭＡ＿Ｂ（Ｐ））は、ブラック階調の正極性ガン
マ基準電圧（ＧＭＡ＿Ｂ（Ｐ））と可変共通電圧（ＭＶｃｏｍ）との加算を通じて発生さ
れて、負極性可変ガンマ基準電圧（ＭＧＭＡ＿Ｂ（Ｎ））は、ブラック階調の負極性ガン
マ基準電圧（ＧＭＡ＿Ｂ（Ｎ））と可変共通電圧（ＭＶｃｏｍ）との加算を通じて発生さ
れる。
【００３３】
　図３は、本発明の実施の形態１に係るマルチステップ共通電圧生成器１４を詳しく示す
図である。
【００３４】
　図３を参照すれば、マルチステップ共通電圧生成器１４は、制御クロック発生部１４１
、制御データ発生部１４２、レジスター１４３、メモリー１４３ａ、デコーダー１４４、
スイッチアレイ１４５、及び抵抗ストリング１４６を備える。
【００３５】
　制御クロック発生部１４１は、フレームカウンターを含み、タイミングコントローラ１
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１から供給されるゲートスタートパルス（ＧＳＰ）に同期してフレーム数をカウントし、
累算カウント値があらかじめ決められた値（例えば、３０）の倍数になる度に、図４のよ
うな制御クロック（ＳＣＬ）を発生する。
　制御クロック（ＳＣＬ）は、３０フレーム（３０Ｆｒａｍｅ）間隔で発生される。ここ
で、あらかじめ決められた値３０は、同一極性の直流電圧が液晶層に印加されてイオンの
分極及び蓄積による染みが発現する時点を示す値であり、温度影響などを考慮して、この
値よりも大きな値や小さな値に設定することができる。このような制御クロック発生部１
４１は、共通電圧発生回路１４に内蔵する代わりにタイミングコントローラ１１に内蔵す
ることもできる。
【００３６】
　制御データ発生部１４２は、制御クロック発生部１４１からの制御クロック（ＳＣＬ）
に同期して、特定ビット（例えば、６ビット）の制御データ（ＳＤＡ）を発生する。制御
データ（ＳＤＡ）が６ビットの場合、制御データ（ＳＤＡ）の２値コード値は、制御クロ
ック（ＳＣＬ）に同期して１１　１１１１２と００　００００２との間で順に増減を繰り
返す。これによって、制御クロック（ＳＣＬ）に同期して０～６３レベルの間で順に増減
される制御データ（ＳＤＡ）が発生されるようになる。このため、制御データ発生部１４
２は、線形フィードバックシフトレジスター（Ｌｉｎｅａｒ　Ｆｅｅｄｂａｃｋ　Ｓｈｉ
ｆｔ　Ｒｅｇｉｓｔｅｒ：ＬＦＳＲ）で具現可能である。この線形フィードバックシフト
レジスター（ＬＦＳＲ）は、入力ビットが直前の状態に対して線形的なシフトレジスター
として、フィードバック関数を適切に選択すれば、ほとんど無作為的に長い周期を持つビ
ット数列を生成することができる。一方、制御データ（ＳＤＡ）は、６ビットに限定され
ないで、この値よりも大きなビットや小さなビットに設定することができる。
【００３７】
　メモリー１４３ａは、データの更新及び消去が可能な非揮発性メモリーであり、例えば
、ＥＥＰＲＯＭ（Ｅｌｅｃｔｒｉｃａｌｌｙ　Ｅｒａｓａｂｌｅ　Ｐｒｏｇｒａｍｍａｂ
ｌｅ　Ｒｅａｄ　Ｏｎｌｙ　Ｍｅｍｏｒｙ）及びＥＤＩＤ　ＲＯＭ（Ｅｘｔｅｎｄｅｄ　
Ｄｉｓｐｌａｙ　Ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｄａｔａ　ＲＯＭ）の少なくとも一方
を含み、制御クロック（ＳＣＬ）に同期して増減される制御データ（ＳＤＡ）とこの制御
データ（ＳＤＡ）に対応するスイッチ制御信号（φ）とを、ルックアップテーブルを利用
して記憶する。
【００３８】
　レジスター１４３は、制御クロック（ＳＣＬ）によって制御データ発生部１４２からの
制御データ（ＳＤＡ）をリードアドレスにして、メモリー１４３ａに記憶されたスイッチ
制御信号（φ）を読み出した後、この読み出されたスイッチ制御信号（φ）をデコーダー
１４４に供給する。レジスター１４３から出力されるスイッチ制御信号（φ）は、例えば
６ビットのデジタル信号で構成される。
【００３９】
　デコーダー１４４は、レジスター１４３からのスイッチ制御信号（φ）をデコーディン
グして、このスイッチ制御信号（φ）のデジタル値に対応する出力ピンを通じて、デコー
ディングされたスイッチ制御信号（φ）を出力する。デコーダー１４４には、６ビットの
スイッチ制御信号（φ）に対応するように、６４個の出力ピン（Ｐ０～Ｐ６３）を備えて
いる。出力ピン（Ｐ０～Ｐ６３）は、スイッチアレイ１４５を構成するスイッチ（Ｔ０～
Ｔ６３）の各ゲート端子（Ｇ）と一対一に接続される。
【００４０】
　スイッチアレイ１４５は、多数のスイッチ（Ｔ０～Ｔ６３）を含む。スイッチ（Ｔ０～
Ｔ６３）のゲート端子（Ｇ）は、デコーダー１４４の出力ピン（Ｐ０～Ｐ６３）と一対一
に接続されてスイッチ制御信号（φ）を受信する。スイッチ（Ｔ０～Ｔ６３）のドレイン
端子（Ｄ）は、抵抗ストリング１４６で隣り合う抵抗（Ｒ１～Ｒ６３）の間ごとに形成さ
れた分圧電圧出力ノード（ｎ０～ｎ６３）と一対一に接続される。スイッチ（Ｔ０～Ｔ６
３）のソース端子（Ｓ）は、共通電圧供給配線（ＶＳＬ）に共通接続される。したがって
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、スイッチ（Ｔ０～Ｔ６３）は、デコーダー１４４からのスイッチ制御信号（φ）に応答
してその内の何れか一つがターンオンされ、多数の分圧電圧の中で何れか一つを共通電圧
として選択する。
【００４１】
　抵抗ストリング１４６は、前述のような高電位電源電圧（ＶＨ）と低電位電源電圧（Ｖ
Ｌ）との間に直列で多数の抵抗（Ｒ１～Ｒ６３）を連結して、その抵抗の間の分圧電圧出
力ノード（ｎ０～ｎ６３）を通じて、レベルが互いに異なる多数の分圧電圧を発生する。
この分圧電圧は、図５に示されたように、０～６３レベルの間で３０フレームごとに順に
増減される６４段階（６４Ｓｔｅｐ）のマルチステップ（Ｓ０～Ｓ６３）を持つマルチス
テップ共通電圧（Ｖｃｏｍ＿Ｍｕｌｔｉ）になる。
【００４２】
　図６～図８は、本発明の実施の形態１に係る共通電圧加算器１６を説明するための図で
ある。
【００４３】
　図６を参照すれば、本発明の実施の形態１に係る共通電圧加算器１６は、データチェッ
ク信号（ＣＨｄａｔａ）に応答してマルチステップ共通電圧（Ｖｃｏｍ＿Ｍｕｌｔｉ）と
直流共通電圧（Ｖｃｏｍ＿ＤＣ）とを選択的に出力するマルチプレクサー１６１を備える
。
【００４４】
　データチェック信号（ＣＨｄａｔａ）は、図７のようなデータチェック信号発生器１１
ａを通じて発生される。データチェック信号発生器１１ａは、フレームメモリー１１１と
データチェック部１１２とを備える。フレームメモリー１１１は、外部システムボードか
ら入力される一つのフレーム分のデジタルビデオデータ（ＲＧＢ）を記憶した後、データ
チェック部１１２に供給する。
　データチェック部１１２は、特定パターン、例えばモザイクパターンのようにフリッカ
ーを誘発することができるデータパターンをあらかじめ記憶した後、フレームメモリー１
１１から供給される一つのフレーム分のデジタルビデオデータ（ＲＧＢ）とデータパター
ンとを一対一で比較する。
　そして、データチェック部１１２は、図８のような比較結果によって、両者が同一であ
れば第１論理レベル（Ｌ１）で、両者が異なると第２論理レベル（Ｌ２）でデータチェッ
ク信号（ＣＨｄａｔａ）を発生する。データチェック信号発生器１１ａは、タイミングコ
ントローラ１１に内蔵することができる。
【００４５】
　マルチプレクサー１６１は、データチェック信号発生器１１ａからのデータチェック信
号（ＣＨｄａｔａ）に応答してマルチステップ共通電圧（Ｖｃｏｍ＿Ｍｕｌｔｉ）と直流
共通電圧（Ｖｃｏｍ＿ＤＣ）とを選択的に出力することで、可変共通電圧（ＭＶｃｏｍ）
を発生する。
【００４６】
　これによって、可変共通電圧（ＭＶｃｏｍ）は、図８に示されたように、データチェッ
ク信号（ＣＨｄａｔａ）が第１論理レベル（Ｌ１）で発生される第１期間（Ｔ１）の間は
、直流共通電圧（Ｖｃｏｍ＿ＤＣ）レベルで発生され、データチェック信号（ＣＨｄａｔ
ａ）が第２論理レベル（Ｌ２）で発生される第２期間（Ｔ２）の間は、マルチステップ共
通電圧（Ｖｃｏｍ＿Ｍｕｌｔｉ）レベルで発生される。ここで、第１期間（Ｔ１）は、液
晶モジュールの組み立てが完了した後、フリッカーに対する共通電圧の最適点セッティン
グのために、フリッカーを易しく誘発させることができる特定データパターンが供給され
る期間として、通常初期化期間を意味する。一方、第２期間（Ｔ２）は、正常駆動期間を
意味する。
【００４７】
　本願の実施の形態１によれば、共通電圧の最適点セッティングのための初期化期間（Ｔ
１）には、可変共通電圧（ＭＶｃｏｍ）のスウィング防止を通じて最適点セッティングを



(12) JP 2010-44351 A 2010.2.25

10

20

30

40

50

容易かつ正確に実施することができ、正常駆動期間（Ｔ２）には、可変共通電圧（ＭＶｃ
ｏｍ）の段階的スウィングを通じて、長期間の間液晶セルに印加される同一極性の直流電
圧によるイオンの分極及び蓄積現象を防止することができる。
【００４８】
　実施の形態２．
　図９及び図１０は、本発明の実施の形態２に係る共通電圧加算器１６を説明するための
図である。
【００４９】
　図９を参照すれば、本発明の実施の形態２に係る共通電圧加算器１６は、フレームカウ
ンター２６１、選択信号発生部２６２、及びマルチプレクサー２６３を備える。
【００５０】
　フレームカウンター２６１は、１垂直期間周期に発生されるゲートスタートパルス（Ｇ
ＳＰ）をカウントして、フレーム数に対するカウント情報（ＣＳ）を発生する。
【００５１】
　選択信号発生部２６２は、フレームカウンター２６１からのカウント情報（ＣＳ）とあ
らかじめ決められた基準値（ｒ１）とを比較して、カウント情報（ＣＳ）が基準値（ｒ１
）に到達するときまでの初期化期間の間には、第１論理レベル（Ｌ１）で、カウント情報
（ＣＳ）が基準値（ｒ１）を超過した正常駆動期間の間には、第２論理レベル（Ｌ２）で
選択信号（ＳＥＬ）を発生する。
【００５２】
　マルチプレクサー２６３は、選択信号発生部２６２からの選択信号（ＳＥＬ）に応答し
て、マルチステップ共通電圧（Ｖｃｏｍ＿Ｍｕｌｔｉ）と直流共通電圧（Ｖｃｏｍ＿ＤＣ
）とを選択的に出力することで、可変共通電圧（ＭＶｃｏｍ）を発生する。
【００５３】
　これによって、可変共通電圧（ＭＶｃｏｍ）は、図１０に示されたように、選択信号（
ＳＥＬ）が第１論理レベル（Ｌ１）で発生される第１期間（Ｔ１）の間は、直流共通電圧
（Ｖｃｏｍ＿ＤＣ）レベルで発生され、選択信号（ＳＥＬ）が第２論理レベル（Ｌ２）で
発生される第２期間（Ｔ２）の間は、マルチステップ共通電圧（Ｖｃｏｍ＿Ｍｕｌｔｉ）
レベルで発生される。ここで、第１期間（Ｔ１）は、液晶モジュールの組み立てが完了し
た後、フリッカーに対する共通電圧の最適点セッティングのために必要となる期間として
、通常初期化期間を意味する。一方、第２期間（Ｔ２）は、正常駆動期間を意味する。
【００５４】
　本願の実施の形態２によれば、共通電圧の最適点セッティングのための初期化期間（Ｔ
１）には、可変共通電圧（ＭＶｃｏｍ）のスウィング防止を通じて最適点セッティングを
容易かつ正確に実施することができ、正常駆動期間（Ｔ２）には、可変共通電圧（ＭＶｃ
ｏｍ）の段階的スウィングを通じて、長期間の間液晶セルに印加される同一極性の直流電
圧によるイオンの分極及び蓄積現象を防止することができる。
【００５５】
　実施の形態３．
　図１１～図１３は、本発明の実施の形態３に係る共通電圧加算器１６を説明するための
図である。
【００５６】
　図１１を参照すれば、本発明の実施の形態３に係る共通電圧加算器１６は、オプション
ピン接触情報（ＯＰＴ）に応答して、マルチステップ共通電圧（Ｖｃｏｍ＿Ｍｕｌｔｉ）
と、直流共通電圧（Ｖｃｏｍ＿ＤＣ）とを選択的に出力するマルチプレクサー３６１を備
える。
【００５７】
　オプションピン接触情報（ＯＰＴ）は、図１２のように、タイミングコントローラ１１
に接続されたオプションピン（Ｐ）が、使用者によるスイッチ（ＳＷ）の切り替えによっ
て高電位電圧源（ＶＨ）に接続される場合には、第１論理レベル（Ｌ１）で、低電位電圧
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源（ＶＬ）に接続される場合には、第２論理レベル（Ｌ２）で発生される。使用者は、通
常初期化期間中はオプションピン（Ｐ）を高電位電圧源（ＶＨ）に接続させて、正常駆動
期間中はオプションピン（Ｐ）を低電位電圧源（ＶＬ）に接続させる。
【００５８】
　マルチプレクサー３６１は、オプションピン接触情報（ＯＰＴ）に応答して、マルチス
テップ共通電圧（Ｖｃｏｍ＿Ｍｕｌｔｉ）と直流共通電圧（Ｖｃｏｍ＿ＤＣ）とを選択的
に出力することで、可変共通電圧（ＭＶｃｏｍ）を発生する。
【００５９】
　これによって、可変共通電圧（ＭＶｃｏｍ）は、図１３に示されたように、オプション
ピン接触情報（ＯＰＴ）が第１論理レベル（Ｌ１）で発生される第１期間（Ｔ１）の間は
、直流共通電圧（Ｖｃｏｍ＿ＤＣ）レベルで発生され、選択信号（ＳＥＬ）が第２論理レ
ベル（Ｌ２）で発生される第２期間（Ｔ２）の間は、マルチステップ共通電圧（Ｖｃｏｍ
＿Ｍｕｌｔｉ）レベルで発生される。ここで、第１期間（Ｔ１）は、液晶モジュールの組
み立てが完了した後、フリッカーに対する共通電圧の最適点セッティングのために必要と
なる期間として、通常初期化期間を意味する。一方、第２期間（Ｔ２）は、正常駆動期間
を意味する。
【００６０】
　本願の実施の形態３によれば、共通電圧の最適点セッティングのための初期化期間（Ｔ
１）には、可変共通電圧（ＭＶｃｏｍ）のスウィング防止を通じて最適点セッティングを
容易かつ正確に実施することができ、正常駆動期間（Ｔ２）には、可変共通電圧（ＭＶｃ
ｏｍ）の段階的スウィングを通じて、長期間の間液晶セルに印加される同一極性の直流電
圧によるイオンの分極及び蓄積現象を防止することができる。
【００６１】
　図１４は、ブラックガンマ基準電圧調整回路１８を通じて発生されるブラック階調の可
変ガンマ基準電圧（ＭＧＭＡ＿Ｂ）を示す図である。
【００６２】
　図１４を参照すれば、ブラック階調の可変ガンマ基準電圧（ＭＧＭＡ＿Ｂ）には、正極
性可変ガンマ基準電圧（ＭＧＭＡ＿Ｂ（Ｐ））と負極性可変ガンマ基準電圧（ＭＧＭＡ＿
Ｂ（Ｎ））とが含まれる。正極性可変ガンマ基準電圧（ＭＧＭＡ＿Ｂ（Ｐ））は、正極性
ブラックガンマ基準電圧（ＧＭＡ＿Ｂ（Ｐ））に加算される可変共通電圧（ＭＶｃｏｍ）
によって、第１期間（Ｔ１）の間は、正極性ブラックガンマ基準電圧（ＧＭＡ＿Ｂ（Ｐ）
）で維持されるが、一方、第２期間（Ｔ２）の間は、可変共通電圧（ＭＶｃｏｍ）のスウ
ィング周期とステップ変化幅とに同期して、同一なスウィング周期及びステップ変化幅で
そのレベルが順に可変される。また、負極性可変ガンマ基準電圧（ＭＧＭＡ＿Ｂ（Ｎ））
は、負極性ブラックガンマ基準電圧（ＧＭＡ＿Ｂ（Ｎ））に加算される可変共通電圧（Ｍ
Ｖｃｏｍ）によって、第１期間（Ｔ１）の間は、負極性ブラックガンマ基準電圧（ＧＭＡ
＿Ｂ（Ｎ））で維持されるが、一方、第２期間（Ｔ２）の間は、可変共通電圧（ＭＶｃｏ
ｍ）のスウィング周期とステップ変化幅とに同期して、同一なスウィング周期及びステッ
プ変化幅でそのレベルが順に可変される。
　このように、ブラック階調の可変ガンマ基準電圧（ＭＧＭＡ＿Ｂ）のレベルを、可変共
通電圧（ＭＶｃｏｍ）のスウィング周期とステップ変化幅とに同期させて可変させる理由
は、可変共通電圧（ＭＶｃｏｍ）のスウィング動作に起因する液晶セルの正極性ブラック
電圧と負極性ブラック電圧との間のブラック輝度差を無くすためである。ここで、直流共
通電圧（Ｖｃｏｍ＿ＤＣ）レベルを基準として上下に順にスウィングする可変共通電圧（
ＭＶｃｏｍ）に対応して、ブラック階調の可変ガンマ基準電圧（ＭＧＭＡ＿Ｂ）が続いて
同一なレベルで維持されると、液晶セルに印加される正極性ブラック電圧と負極性ブラッ
ク電圧との間にブラック輝度差が発生する。例えば、可変共通電圧（ＭＶｃｏｍ）のレベ
ルが直流共通電圧（Ｖｃｏｍ＿ＤＣ）よりも高く維持される期間には、液晶セルに印加さ
れる正極性ブラック電圧が負極性ブラック電圧よりもさらに低い輝度を示すようになる一
方、可変共通電圧（ＭＶｃｏｍ）のレベルが直流共通電圧（Ｖｃｏｍ＿ＤＣ）よりも低く
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維持される期間には、液晶セルに印加される正極性ブラック電圧が負極性ブラック電圧よ
りもさらに高い輝度を示すようになる。正極性ブラック電圧と負極性ブラック電圧との間
のブラック輝度差は、明暗比（Ｃｏｎｔｒａｓｔ　Ｒａｔｉｏ）を大きく低下させる要因
になって、このようなサイドエフェクト（Ｓｉｄｅ　Ｅｆｆｅｃｔ）は、ブラック階調の
可変ガンマ基準電圧（ＭＧＭＡ＿Ｂ）のレベルを可変共通電圧（ＭＶｃｏｍ）のスウィン
グ周期とステップ変化幅とに同期させて可変させることで解決される。一方、ブラック階
調の可変ガンマ基準電圧（ＭＧＭＡ＿Ｂ）のレベルを可変させることは、液晶セルに印加
されるデータ電圧が大きいほど透過率または出力階調が低くなるノーマリーホワイトモー
ド（Ｎｏｒｍａｌｌｙ　Ｗｈｉｔｅ　Ｍｏｄｅ）に比べて、液晶セルに印加されるデータ
電圧が大きいほど透過率または出力階調が高くなるノーマリーブラックモード（Ｎｏｒｍ
ａｌｌｙ　Ｂｌａｃｋ　Ｍｏｄｅ）でより効果的である。ノーマリーホワイトモードでは
、ブラック階調のガンマ基準電圧のレベルを変動させれば、グレーまたはホワイト階調の
ガンマ基準電圧レベルまで大きく変動されるのに対して、ノーマリーブラックモードでは
、ブラック階調のガンマ基準電圧のレベルを変動させても、グレーまたはホワイト階調の
ガンマ基準電圧レベルには大きく影響を与えないからである。
【図面の簡単な説明】
【００６３】
【図１】一般的な液晶表示装置の画素の等価回路図である。
【図２】本発明の実施の形態１に係る液晶表示装置のブロック図である。
【図３】本発明の実施の形態１に係るマルチステップ共通電圧生成器を詳しく示す図であ
る。
【図４】本発明の実施の形態１に係る制御クロックの波形図である。
【図５】本発明の実施の形態１に係る６４段階のマルチステップを持って増減されるマル
チステップ共通電圧を示す図である。
【図６】本発明の実施の形態１に係る共通電圧加算器を示す図である。
【図７】本発明の実施の形態１に係るデータチェック信号発生器を示す図である。
【図８】本発明の実施の形態１に係る可変共通電圧を示す図である。
【図９】本発明の実施の形態２に係る共通電圧加算器を示す図である。
【図１０】本発明の実施の形態２に係る可変共通電圧を示す図である。
【図１１】本発明の実施の形態３に係る共通電圧加算器を示す図である。
【図１２】本発明の実施の形態３に係るタイミングコントローラに接続されたオプション
ピンを示す図である。
【図１３】本発明の実施の形態３に係る可変共通電圧を示す図である。
【図１４】本発明の実施の形態１～３に係るブラックガンマ基準電圧調整回路を通じて発
生されるブラック階調の可変ガンマ基準電圧を示す図である。
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